
2Q_Q_Q年席（平成12年度）収支計算書
2000年4月1日から2001年3月31日まで

1.一般会計 （単位：円）

科

収入の部

1.会費収入

ー

目―

正会員会費収入

準会員会費収入

2 事業収入

参加費収入

書籍売上収入

広告料収入

コーディネート事業収入

3.会員協賛金収入

セミナー協賛金

4.特別収入

文化庁セミナー収入

5.基本財産収入

117,060,000 

112,500,000 

4,560,000 

9,450,000 

50,000 

2,500,000 

800,000 

6,100,000 

゜゚
゜

基本財産利息収入

6.雑収入

受取利息

雑収入

7.退職預金取崩収入

退職預金取崩

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収入合計(B)

支出の部

1 事業費

2 管理費

70,000 

70,000 

230,000 

80,000 

150,000 

゜゚

II 

3. 10周年事業繰入金支出

4.特定預金支出

退職金引当預金

5.予備費

当期支出合計(C)

当期収支差額(A-C)

次期繰越収支差額(8-C)

予算額

126,810,000 

8,000,000 

13ニ
74,170,000 

42,580,000 

3,500,000 

3,000,000 

3』000,000

2,000,000 

125,250,000 

1,560,000 

9,560,000 

差異 備 考

520,000 

1,000,000 

△ 480,000 

△ 6,493,316 

△ 94,000 

△ 312,465 

100,000 

△ 6,186,851 

△ 700,000 

△ 700,000 

△ 16,265,000 

△ 16,265,000 

39,918 

39,918 

△ 511,228 

30,848 

△ 542,076 

△ 3,388,740 

△ 3J_I逸740

△ 26,798,366 

△ 6,431,508 

△ 33,229,874 

△ 13,458,231 

959,216 

2,597,739 

△ 2,269,665 

△ 2,269,665 

2,000,000 

△ 10,170,941 

△ 16,627,425 

△ 23,058,933 



i 

2 特別会計①(10周年記念事業）

科目
I 収入の部

1.会員協賛金収入

2.助成金収入

3.繰入金収入

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収入合計(B)

11 支出の部

1 出版費

2.シンポジウム開催費

3.予備費

当期支出合計(C)

当期収支差額(A)-(C)

次期繰越収支差額(B)-(C)

3.特別会計②（助成寄付金）

科目
I 収入の部

助成寄付金収入
当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収入合計(B)

II 支出の部

助成寄付金支出

当期支出合計(C)
当期収支差額(A)-(C)

次期繰越収支差額(B)-(C)

予算額

10,000,000 

1,500,000 

3, 5 0 0, 0 0 0,蒸彩巳：・：'，.. ~ 
15,000,000 

゜15,000,000 

6,000,000 

7,000,000 

2,000,000 

15,000,000 

゜゚

173,060,000 

173,060,000 

゜゚

（単位：円）
差異

△ 800,000 

△ 265,000 

2,597,739 

1,532,739 

゜1,532,744 

△ 76,709 

△ 390,547 

2,000,000 

1,532,744 

゜゚
（単位：円）

差異

△ 359,991,000 

△ 359,991,000 

゜△ 359息礼000

△ 359,991,000 

△ 359,991,000 

゜゚



4.総括表
（単位：円）

特別会計 特別会計

科 目 予算額 一般会計 (10周年事業） （助成寄付金） 差異合計
I 収入の部

1.会費収入 117,060,000 116,540,000 

゜ ゜
520,000 

2.事業収入 9,450,000 15,943,316 

゜ ゜
△ 6,493,316 

3.基本財産収入 70,000 30,082 

゜ ゜
39,918 

4.雑収入 230,000 741,228 

゜ ゜
△ 511,228 

5.会員協賛金収入 10,000,000 700,000 10,800,000 

゜
△ 1,500,000 

6.特別収入（文化庁セミナ

゜
16,265,000 

゜ ゜
△ 16,265,000 

7.助成金収入 1、500,000

゜
1,765,000 

゜
△ 265,000 

8，繰入金収入 3,500,000 

゜
902,261 

゜
2,597,739 

9.助成寄付金収入 173,060,000 

゜ ゜
533,051,000 △ 359,991,000 

10退職金預金取崩収入

゜
3,388,740 

゜ ゜
△ 3,388,740 

当期収入合計(A) 314,870,000 153,608,366 13,467,261 533,051,000 △ 385,256,627 

前期繰越収支差額 8,000,000 14,431,508 

゜ ゜
△ 6,431,508 

収入合計(B) 322,870,000 168,039,874 13,467,261 533,051,000 △ 391,688,135 

n支出の部

1事業費 74,170、000 87,628,231 

゜ ゜
△ 13,458,231 

2 管理費 42,580,000 41,620,784 

゜ ゜
959,216 

3.繰入金支出 3,500,000ヤ 902,261 

゜ ゜
2,597,739 

4.特定預金支出 3,000,000 i 襟．：玄 5,269,665 

゜ ゜
△ 2,269,665 

5.予備費 4,000,000 

゜ ゜ ゜
4,000,000 

6.出版費 6,000,000 

゜
6,076,714 

゜
△ 76,714 

7.シンポジウム開催費 7,000,000 

゜
7,390,547 

゜
△ 390,547 

8.助成寄付金支出 173,060,000 

゜ ゜
533,051,000 △ 359,991,000 

当期支出合計(C) 313,310,000 135.420,941 13,467,261 533,051,000 △ 368,629、202
当期収支差額(A)-(C) 1,560,000 18,187,425 

゜ ゜
△ 16,627,425 

次期繰越収支差額(B)-(C) 9,560,000 32,618,933 

゜ ゜
△ 23,058,933 



2000年度（平成12年度）事業費・管理費実績（内訳）

履）情報集国頃昴履稟塁
①情報紙の発行 9,000,0 

②情報システム 2,700,0 

③資料収集 1,000,0 

④コーディネート事業 4,600,0 

⑤人件費 5,67 

燭員釦縁悼棄：三彎ぷ
①メセナ白書 14,6 

②調査研究 5 

③人件費 5 

知顕厖事業~
①メセナ大賞 11,v←v, 

②人件費 5,470,0 

疇如冒畠，？ 翠

①助成事務費 4,510,0 

②人件費 3,840』。
届溶発葺汲稟業 埒絡'

①セミナー等 | 1,000,0 

②文化庁特別セミナー

③全国メセナ組織との交流 550,0 

④人件費 1,060,0 
閥員願 一環唸

①国際租織との交流 2,000,0 

①役員報酬
②人件費

③臨時雇賃金

④退職金

⑤法定福利費

⑥福利厚生費

⑦会議費

⑧旅費交通費

⑨通信運搬費

⑩消耗什器備品費

⑪消耗品費

⑫修繕費（保守費）

⑬印刷製本費

⑭会場費

⑮賃借料
⑯諸謝金

⑰租税公課

⑱渉外連絡費

⑲会員懇話費
⑳編集及資料収集

⑳退会会費
⑳雑費

10,520,000 
5,000,000 

゜゚2,800,000 
540、000

600,000 
1,800,000 
1,400,000 

980,000 
1,1 50.oooI 

120,000 
400,000 

900,000 
14,040,000 

1,100,000 
70,000 

600,000 
200,000 

240,000 

゜120、000

冒

｀瓜幻競叩
464,092 

78,459 

653,902 

△ 3,869,419 

△ 90,046 

言臨39,452
2,961,190 

308,329 

69,933 

l: t3硯園
616,458 

72 9,093 
公`：勾餓如

129,389 

△2,297,790 

凶＂⑲ i涵
786、002

△ 15,074,446 

90,455 

6,239 

｀睾!!Dlii祠~
1,085,997 

△ 105,978 

48,000 
1,191,280 
△ 14,015 

△ 1,507,815 

533,373 
229,045 

43,648 
479,280 

△ 369,958 

74,627 
577,263 

33,480 
△ 795,300 

642,189 
△ 85,690 

92,000 
△ 400 

269,160 
57,935 

△ 134,745 
△ 370,000 
△ 34.141 -

（単位：円）

備考



•四ヰ E1

天1 日

【資産の部】

流動資産

現 金 預 金

未 収 会 費

立 替 金

未 収 入 金

流動資産合計

固定資産

基本財産

基本財産引当預金

基本財産合計

その他の固定資産

建物附 属 設備

什 器 備 品

電 話 加 入 権

敷 金

退職引 当 預金

その他の固定資産合計

固定資産合計

資産合計

［負債の部】

流動負債

未 払 費 用
即~ ・ 受 金

預 り 金

流動負債合計

固定負債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

［正味財産の部］

正味財産

（うち基本金）

（うち当期正味財産増加額）

争箪E び正味財産合計

貸借対照表

ZOO!年 3月 31日現在

34,771,892 

120,000 

14,054 

21 731.851 

20 000、000

20.000.000 

535,600 

1,994,698 

224,952 

2,700,000 

2 856. 805 

8 312.055 

10,415,645 

12,040,000 

1 563 219 

2 856.805 

-17-

（単柏： m

金 宮

56,637,797 

28,312.055 

84 949.852 

24,018,864 

2 856 805 
26,875,669 

58,074,183 

（ 20,000,000) 
（ 21 576.165 

84 949. 852 



正味財産増減計算書

2000年 4月 1日から 2001年 3月 31日まで
骨笈芸計 （単柏：円

壬:l 日 金 蛭

【増加の部】

資産増加額

当期収支差額 18,187,425 

退職給与引当預金増加額 5,269.665 23,457,090 

負債減少額

退職給与引当金取崩額 1.507.815 1.507 815 

増加額合計 24,964,905 
［減少の部］

資産減少額

その他資産 減少額 3 388 740 3,388,740 

負債増加額

減少額合計 3.388 740 

当期正味財産増加額 21,576,165 

前期繰越正味財産額 36.498.018 
期末正味財産合計額 58 074.183 

-1 8-



財席目録
2001年3月31日現在

1資産の部

1流動資産
(1) 現金預金

現 金 現金手許有高

普通預金

科目 金一 額
（単位：円）

富士銀行数寄屋橋支店

三井住友銀行丸の内支店

三井住友銀行銀座支店

第一勧業銀行銀座支店

東京三菱銀行有楽町支店

郵便振替貯金

(2)未収会費(12年度準会員1団体分）

(3)立替金（労働保険料立替）

(4)未収入金（文化庁他3件）

流動資産合計

233,558 

7,203,070 
7,908,374 
6、501,484
9,923,031 
1,321,933 
1,680,442 
120,000 
14,054 

21,731,851 ， 

56,637.797 

2 固定資産
(1)基本財産

定期預金（富士銀行数寄屋橋支店）

(2)その他の固定資産

建物附属設備
什器備品

電話加入権
敷金

退職給与引当預金（第一勧業銀行銀座支店）

固定資産合計
資産合計

［［負信の部

1 流動負債

(1)前受金（正会員13社、準会員2団体、助成2社）
(2)預り金（源泉所得税、社会保険料）

(3)未払費用 (7ートネットワークヅャ/¥゚ン他）

流動負債合計

2 固定負債
(1)退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

正味財産

20,000,000 

535,600 
1,994,698 
224,952 

2.700,000 
2,856,805 

28叫 055
84,949,852 

12,040,000 
1,563,219 

10.415,645 
24,018,864 

2逗 805

2思 805
26犀 669

58氾 183

-19-



社団法人企業メセナ協議会

理事長福原義春殿

監査 報 告 書

平成 13年 6月20日

監事 4ク、8 カ ，之I趙虜

監事今村治軸渇

私たちは、平成 12年 4月 1日から平成 13年 3月31日までの会計及び業務の

監査を行い、次のとおり報告します。

1. 収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表及び財産目録は、会計帳

簿の記載金額と一致し、法人の収支及び財産の状況を正しく示している

と認めます。

2． 事業報告書の内容は真実であると認めます。

3. 理事の職務遂行に関する不正の行為または法令もしくは定款に違反する

重大な事実はないと認めます。

以上


